
■北海道病害虫防除所の沿革
昭和２７年 病害虫防除所設置［ １４所を各支庁に設置］

３１年 ［ ２５所を各農業試験場（本場と支場）に配置］
４５年 １４所を各支庁に再編

平成 ３年 病害虫防除所の統合［ １本所（中央農試）・１４支所（各支庁） ］
１３年 病害虫防除所支所の廃止

［予察事業の事務は支庁、巡回調査は普及センターで実施する］
１６年 病害虫防除所を道立中央農試に統合、病害虫防除員の廃止
２２年 道立農試の地方独立行政法人（北海道立総合研究機構）化に伴い、

農試から分離し、道農政部出先機関として中央農試庁舎内に駐在。
発生予察事業の一部を北海道立総合研究機構に委託。

北海道病害虫防除所

■北海道病害虫防除所設置等に関する条例
第１条 植物防疫法第３２条の規定により、

道に病害虫防除所を置く。
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北海道病害虫防除所の主な業務

●主な侵入警戒病害 ・・・・・・

▲ チチュウカイミバエ
▲スイカ果実汚斑細菌病

●病害虫発生予察情報［注意報］ ・・・・・・

１ 病害虫発生予察の業務
北海道立総合研究機構からの情報や
札幌管区気象台からの気象予報等に基づ
き、農作物を加害する主要病害虫の発生
量や発生時期の予測、必要な防除対策を

病害虫発生予察情報として関係機関・
団体に提供。（病害虫防除所HPにも掲
載）

２ 農薬安全使用の推進
農薬の適正な使用及び保管の徹底により、
農薬による危被害の防止、安全な農産物
の安定生産、環境の保全を図るため、

毎年、防除指導の資料として北海道病
害虫・雑草防除ガイドを作成。

３ 国内未侵入病害虫の警戒調査
新規病害虫の国内への侵入や蔓延を未然
に防ぐため、国の植物防疫所と協力して

侵入警戒調査を実施。



病害虫発生予察調査と発生予察情報の提供

病害虫発生を予見し、合理的な対策を立てるため
① 各農試に設置した無防除の予察ほ場での定点調査、
② 一般ほ場での巡回調査、
③ 気象情報などに関連するデータにより

「発生時期」や「発生量」を予測し、関連機関・団体に提供。

発生予察調査

主要病害虫の発生状況・被害状況を定期的に調査しています。

地帯別の発生推移を解析するため、中央・上川・道南・十勝・北見
農試及び花・野菜技術センターに定点ほを設置して調査。

見取り調査に加えて、フェロモントラップ、黄色水盤、誘蛾灯など
を利用して各種害虫の発生状況を調査。

定点調査

巡回調査 一般圃場における発生状況を農業改良普及センターが調査。

現況調査 道内全域を対象に、 発生状況及び被害状況を把握するため、
農業改良普及センターが調査。



予察調査の主な対象作物と病害虫



道総研農業試験場

道南農業試験場

中央農業試験場

花・野菜技術センター

上川農業試験場

北見農業試験場

十勝農業試験場

酪農試験場天北支場

酪農試験場

畜産試験場

北海道病害虫防除所

定点圃設置箇所

農業試験場で得られる調査情報［定点調査］
・ 道内６カ所の農業試験場内に定点圃を設置

・ 病害調査圃では殺虫剤のみ、虫害調査圃では殺菌剤のみを使用して管理

・ 調査対象作物数は１４、調査対象病害虫数は延べ６２

・ 病害虫の種類によって、毎日、5日、10日の間隔で調査を実施



農業改良普及センターで得られる調査情報

巡回調査

・ 生産者圃場での発生状況を、概ね１５日間隔で調査

・ 調査対象作物数は１１、調査対象病害虫数は延べ２１

現況調査

・ 各年次における病害虫の発生状況及び被害状況を把握するため、

最終的な状況を判断できる時期に調査

・ 調査対象作物数は１５、調査対象病害虫数は延べ７１



■「病害虫発生予察情報」公表までのフローと情報提供先

定点調査
（道総研 農業試験場）

北海道病害虫防除所

ホームページ
（病害虫防除所)
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